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本稿では、ニッセイ基礎研究所が定期的に実施した「第４回新型コロナによる暮らしの変化に関す

る調査（2021 年３月実施）」を使って、新型コロナウイルスのワクチンを、すぐにでも接種したい人

の特徴を分析した。その結果、すぐにでも接種を希望したい人として、高年齢者や、持病、肥満があ

る人のほか、同居家族のリスクへの配慮や、収束後には外出の機会が増えると予想している人があげ

られた。 

 

1――はじめに 

医療従事者や、高齢者の新型コロナウイルスのワクチン接種に目途がついた自治体が増え、現役世

代のワクチン接種も始まりつつある。ワクチン接種によって集団免疫を獲得するためには、より感染

リスクが高い人や重症化しやすい人を優先しつつ、いかに全住民に迅速に接種を進めるかが課題とな

る。現在のところ、医療従事者と高齢者に次いで、基礎疾患をもつ人やエッセンシャル・ワーカー、

行動範囲が広い若者を優先する自治体があるようだが、人々の意識はどうだろうか。 

本稿では、ワクチンをすぐにでも接種したい人の特徴を分析した。使用したデータは、2020年６

月からニッセイ基礎研究所が定期的に実施している「新型コロナによる暮らしの変化に関する調査」

の第４回調査1（2021年 3月実施）である。調査は、全国の 20～69歳の男女（調査会社のモニタ）

を対象としてインターネットで 2021年３月 26日～29日に実施し、2,070人から回答を得た。 

調査を実施した３月末までのワクチンに関する動向を、NHK特設サイト2で振り返ると、１月頃か

ら海外の臨床試験の結果や接種状況などから効果や安全性についての情報、変異株にも効果があるこ

と等が報じられていた。２月にファイザー社のワクチンが認可されて医療従事者の優先接種が始まっ

ており、４月に 65歳以上の高齢者のワクチン優先接種が始まることが決まっていた。64歳以下につ

いては、心疾患・脳血管疾患・糖尿病・高血圧・呼吸器疾患などの持病がある人、免疫系の持病（治

 
1  調査結果の概要は「第４回 新型コロナによる暮らしの変化に関する調査」 をご参照ください。 
2  NHK ワクチン接種 日本国内の状況は（https://www3.nhk.or.jp/news/special/coronavirus/vaccine/japan_2021/） 

2021-06-15 

基礎研 

レポート 

新型コロナワクチンをすぐにでも 

接種したい人とは？ 
～同居家族のリスクへの配慮や収束後の行動への期待 

 

 

 

 

保険研究部 准主任研究員 村松 容子 

e-mail: yoko@nli-research.co.jp 

ニッセイ基礎研究所 

https://www.nli-research.co.jp/report/detail/id=67457?site=nli
https://www.nli-research.co.jp/report/detail/id=67457?site=nli
https://www.nli-research.co.jp/report/detail/id=64814?site=nli
https://www.nli-research.co.jp/report/detail/id=64814?site=nli
https://www.nli-research.co.jp/files/topics/67457_ext_18_0.pdf?site=nli
https://www3.nhk.or.jp/news/special/coronavirus/vaccine/japan_2021/


 

 

2｜               ｜ニッセイ基礎研レポート 2021-06-15｜Copyright ©2021 NLI Research Institute All rights reserved 

 

療中の悪性腫瘍を含む）がある、または、免疫の機能を低下させる治療（ステロイドなど）を受けて

いる人、肥満である（BMI30以上など）人は重症化リスクが高いとして、優先的に接種することが考

えられていた。 

国内におけるワクチン接種と副反応に関連したものでは、３月 10日に河野規制改革担当大臣が

「欧米の状況と比べると、数は多いように思われる」と発言している。26日には国内の医療従事者

で 1万 2000回に 1件の割合でアナフィラキシーが報告されていることが報じられ、３月 29日には花

粉症や食物アレルギーなどがある人も接種は可能とされている。３月になって、ワクチン接種後に死

亡した事例もあったが、これらについては、接種との因果関係が評価できないと報じられた。 

 

 

2――ワクチン接種意向 ～半数が「しばらく様子を見てから接種したい」 

新型コロナウイルスのワクチンの接種意向をみると、全体の 1.4％（28人）が既に接種していた。

24.1％が「すぐにでも実施したい」、51.2％が「しばらく様子を見てから接種したい」、15.9％が「あ

まり接種したくない」、7.5％が「絶対に接種したくない」と回答した。 

 

 

図表１ 新型コロナウイルスのワクチン接種意向 

 
（出典）ニッセイ基礎研究所「第４回 新型コロナによる暮らしの変化に関する調査」（以下、同じ。） 

 

 

そこで、以下では、既に接種している 28人を除く 2,042人を対象に、どういった特徴をもつ人が

ワクチン接種意向が強いのか分析する。 

 

 

3――すぐにでも接種したい人の特徴 

ワクチンを「すぐにでも接種したい」と回答した場合を１、それ以外を０とし、これを被説明変数

として線形回帰モデルを使って、すぐにでも接種したい人の特徴を分析した。結果を図表２に示す。 

すぐにでも接種したい人として、男性、年齢が高いこと、祖父母と同居している人、孫と別居して

いる人があげられた。既往症でみると、「持病がある3」「肥満である」と回答した人があげられた。

また、持病や肥満、アレルギーのいずれにもあてはまらない人も接種したいと考えていた。 

 
3  「持病がある」は、「心疾患・脳血管疾患・糖尿病・高血圧・呼吸器疾患などの持病がある」「免疫系の持病がある、ま

たは、免疫の機能を低下させる治療を受けている」「これら以外の持病がある」のいずれかにあてはまることとした。 
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感染拡大前（2020年１月頃）と比べて、調査時点で増えている行動として「家族や友人との対面

でのコミュニケーション」をあげている人、収束後4に増えると思う行動として「飲食店の店内での

飲食」「国内旅行」「交際やつき合い時間」をあげている人で、すぐにでも接種したいと考えていた。 

現在、「自分や家族の感染による自分や家族の健康状態の悪化」を不安に思っている人、「感染状況

の公表や厚生労働省によるコロナアプリの開発などによって個人情報が保護されない事態が生じる可

能性がある」と考えていない人で、すぐにでも接種を希望していた。 

 

 

図表２ 推計結果（n=2,042） 

  
 

すぐにでも接種したい 

性別（女性を１とするダミー変数） 
 -0.0595** 

 (0.0230) 

年齢（20～70 歳） 
 0.0058*** 

 (0.0011) 

同 

居 

家 

族 

祖父母 
 0.2620*** 

 (0.0774) 

両親 
 -0.0375 

 (0.0290) 

子ども 
 -0.0214 

 (0.0221) 

孫 
 0.0017 

 (0.1141) 

別 

居 

家 

族 

祖父母 
 0.0362 

 (0.0255) 

両親 
 -0.0219 

 (0.0256) 

子ども 
 0.0285 

 (0.0364) 

孫 
 0.0744* 

 (0.0409) 

既 
 

往 
 

症 

「持病がある（注２）」 
 0.0807** 

 (0.0351) 

肥満である（BMI30 以上など） 
 0.1013** 

 (0.0418) 

妊娠中である・授乳中である 
 0.0531 

 (0.0701) 

これまで食品や薬物にアレルギー反応を起こしたことがある 
 0.0121 

 (0.0413) 

あてはまるものはない 
 0.0602* 

 (0.0307) 

  

 
4  収束後とは、「ワクチンや特効薬などが開発され、季節性インフルエンザと同様に予防や治療ができるようになった時」

を指すとして、回答をしてもらった。 
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（図表２つづき） 

  
 

すぐにでも接種したい 

現
在
、
増
え
た
行
動 

飲食店の店内での飲食 
 -0.0314 

 (0.0519) 

国内旅行 
 0.0914 

 (0.0627) 

家族や友人との対面でのコミュニケーション 
 0.0739* 

 (0.0386) 

交際やつき合い時間 
 -0.0449 

 (0.0464) 

収
束
後
、
増
え
る
と
思
う
行
動 

飲食店の店内での飲食 
 0.0665* 

 (0.0365) 

国内旅行 
 0.0719** 

 (0.0332) 

家族や友人との対面でのコミュニケーション 
 0.0075 

 (0.0387) 

交際やつき合い時間 
 0.0819* 

 (0.0427) 

現
在
の
不
安 

自分や家族の感染による自分や家族の健康状態の悪化 
 0.0554** 

 (0.0225) 

感染しても適切な治療が受けられない 
 -0.0163 

(0.0252) 

自分や家族の感染によって収入が減ること 
 0.0344 

 (0.0246) 

日本経済が悪化し、国内の企業業績や雇用環境が悪化する 
 0.0017 

 (0.0229) 

感染状況の公表や厚生労働省によるコロナアプリの開発などによって個人情報が保護されない事

態が生じる可能性がある 

 -0.0735*** 

 (0.0217) 

（注１）* p<0.1、** p<0.05、*** p<0.01、（ ）内は標準誤差 

（注２）「持病がある」は、「心疾患・脳血管疾患・糖尿病・高血圧・呼吸器疾患などの持病がある」「免疫系の持病がある、または、免疫の 

機能を低下させる治療を受けている」「これら以外の持病がある」のいずれかにあてはまることとした。 

（注３）居住地（都道府県）、職業・業種、世帯年収で調整 

（注 4）「収束後」とは、「ワクチンや特効薬などが開発され、季節性インフルエンザと同様に予防や治療ができるようになった時」を指すとした。 

 

 

4――おわりに 

ワクチンをすぐに接種したい人として、高年齢、「持病がある」人、肥満である人があげられるの

は、これらは感染した場合に重症化しやすいと言われており、ワクチンの優先接種の対象ともなって

いることによると思われる。家族との同居状況でみると、祖父母と同居している人で接種意向が高

く、高齢者自身がワクチンを接種するだけでなく、感染経路となり得る家族が接種することで、より

感染を防ぐ意向があるのだろう。自分自身の体調や年齢以外に、同居家族への感染リスクを下げるこ

とを考慮していると思われる。 

また、孫と別居している人、収束後には「飲食店の店内での飲食」「国内旅行」「交際やつき合い時

間」をあげている人で接種意向が高いことから、行きたい場所があることや会いたい人がいること

は、ワクチン接種のモチベーションとなっているようだった。これまで感染予防のために、人に会っ



 

 

5｜               ｜ニッセイ基礎研レポート 2021-06-15｜Copyright ©2021 NLI Research Institute All rights reserved 

 

たり外出する機会を減らしていた人たちが、ワクチンを接種して早く活動を再開させたいといった意

向があると思われる。 

現在、64歳以下の現役世代でも、希望に応じてワクチン接種がかなう会場が各地で運用されはじ

めている。こういった接種を希望する人には、家族への配慮などの事情もあるため、なるべく早く接

種できるような体制が必要だろう。 

すぐには接種を希望していない人の特徴や理由は次稿「新型コロナワクチンをすぐには接種しない

人の理由と特徴」で分析するが、今回の結果から、「自分や家族の感染による自分や家族の健康状態

の悪化への不安」を有している人が少ないことが伺えた。ワクチン接種には、個人の感染予防だけで

なく、社会全体の損失を減らす効果のあることを改めて周知していく必要があるだろう。 

https://www.nli-research.co.jp/report/detail/id=68019?site=nli
https://www.nli-research.co.jp/report/detail/id=68019?site=nli

